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大谷大学広報誌

な
ぜ
文
藝
塾
で
学
ぶ
の
か
。

可
能
性
を
広
げ
る
、サ
ロ
ン
の
場



なぜ文藝塾で学ぶのか。
4月から慶聞館1階に拠点を移し、新たな取り組みを展開している「文藝塾」。

ここを巣立った卒業生がプロ作家としてデビューするなど、その活動はリアルな学びを追求している。
そこで今回は、本学における実践的な「学び」の場のひとつである「文藝塾」について、

日々、切磋琢磨する学生3名と担当教員に、身につく力や交流する場の魅力について語ってもらいました。

Discussion about OTANI

文学部 文学科
第4学年

広瀬 亮太郎

文学部 文学科
講　師

泉谷　瞬

文学部 文学科
第4学年

井上 翔馬

可
能
性
を
広
げ
る
、サ
ロ
ン
の
場
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泉
谷　
「
書
く
力
」を
養
う
た
め
の
講
義
と
演
習
を
行
う

場
と
し
て
２
０
１
５
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た「
文
藝
塾
」で

す
が
、皆
さ
ん
は
な
ぜ
受
講
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
か
。

森
田　

僕
は
高
校
卒
業
前
か
ら
書
き
始
め
た
小
説
の
イ

ロ
ハ
を
学
び
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。
入
学
し
て
か
ら
小

説
を
書
く
た
め
の
講
義
が
あ
る
と
知
っ
た
時
は
驚
き
ま

し
た
。

広
瀬　

僕
は
、そ
も
そ
も「
書
く
」こ
と
に
興
味
を
覚
え
た

か
ら
で
す
。
と
い
う
の
も
、自
分
の
な
か
に
言
葉
に
で
き

な
い
モ
ヤ
モ
ヤ
が
あ
っ
て
、そ
れ
に
形
を
与
え
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
小
説
な
ど
ま
っ
た
く
書
い
た
こ
と

が
な
か
っ
た
の
で
、初
歩
的
な
と
こ
ろ
か
ら
ど
ん
ど
ん
吸

収
で
き
た
の
は
良
か
っ
た
で
す
ね
。

井
上　

僕
の
場
合
は
、趣
味
で
ゲ
ー
ム
シ
ナ
リ
オ
を
書

い
て
い
て
、あ
る
時
、周
り
か
ら「
お
前
の
シ
ナ
リ
オ
は

ち
ょ
っ
と
質
が
低
い
」と
言
わ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

受
講
の
お
か
げ
で
全
体
的
に
文
章
力
が
上
が
り
ま
し
た
。

泉
谷　

井
上
く
ん
は
、文
章
力
と
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
。

井
上　

や
っ
ぱ
り
読
ま
せ
る
力
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

２
年
前
に
僕
が
書
い
た
作
品
を
読
ん
で
み
て
も
、今
と
比

べ
た
ら
引
き
こ
ま
れ
な
い
で
す
ね
。

泉
谷　

そ
れ
は「
書
く
力
」が
つ
い
て
、書
き
手
と
し
て
の

視
点
が
高
ま
り
、さ
ら
に
客
観
的
に「
読
む
力
」が
つ
い
た

か
ら
な
の
で
し
ょ
う
。

泉
谷　

最
後
に「
文
藝
塾
」で
の
何
か
印
象
的
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
は
あ
り
ま
す
か
。

森
田　
「
文
藝
塾
」受
講
生
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
で
す
。
同

じ
演
習
の
授
業
を
受
け
て
い
た
先
輩
の
作
品
を
読
ん
だ

時
、同
世
代
に
こ
ん
な
す
ご
い
文
章
を
書
く
人
が
い
る
ん

だ
と
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

泉
谷　

な
る
ほ
ど
。
で
も
、皆
さ
ん
の「
書
く
力
」も
書
く

機
会
の
少
な
い
学
生
か
ら
見
れ
ば
た
い
し
た
も
の
で
す

よ
。
プ
ロ
に
な
る
、な
ら
な
い
は
別
に
し
て
、創
作
に
は

ル
ー
ル
や
社
会
的
常
識
に
し
ば
ら
れ
ず
に
、自
分
の
考
え

を
自
由
に
解
放
で
き
る
側
面
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
将

来
、仕
事
や
生
活
の
転
機
に
生
か
せ
る
と
思
い
ま
す
。
だ

か
ら
創
作
す
る
こ
と
を
時
間
つ
ぶ
し
の
よ
う
に
と
ら
え

ず
、自
由
な
表
現
を
模
索
し
て
く
だ
さ
い
。

泉
谷　

と
こ
ろ
で
ガ
ラ
ス
張
り
の
新
し
い
部
屋
は
い
か

が
で
し
ょ
う
。

広
瀬　

飲
み
も
の
が
持
ち
込
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が

う
れ
し
い
で
す
ね
。
部
屋
の
外
の
音
も
聞
こ
え
な
い
の

で
集
中
で
き
ま
す
。

泉
谷　

自
分
が
書
い
た
も
の
に
対
し
て
、仲
間
や
先
生
か

ら
厳
し
い
コ
メ
ン
ト
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、ど
の
よ
う

に
と
ら
え
て
い
ま
す
か
。

森
田　

最
初
の
頃
は
け
っ
こ
う
グ
サ
ッ
と
き
ま
し
た
が
、

今
は
落
ち
込
ま
な
い
で
す
ね
。「
お
も
し
ろ
く
な
い
」と
い

う
意
見
は
文
章
力
や
構
成
力
が
足
り
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
な
の
で
、次
の
創
作
に
生
か
そ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

井
上　

僕
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
燃
え
ま
す
ね
。「
次
は

納
得
さ
せ
て
や
ろ
う
」と
。

森
田　

図
書
館
と
違
っ
て
気
兼
ね
な
く
話
せ
る
の
で
、

ち
ょ
っ
と
し
た
交
流
が
で
き
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。

泉
谷　
「
文
藝
塾
」の
部
屋
を
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
開
放
的

な
空
間
に
し
た
か
と
い
う
と
、文
藝
を
通
し
た
交
流
、い

わ
ゆ
る
サ
ロ
ン
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
か
ら
な
ん
で
す
。

だ
れ
も
が
自
由
に
集
い
、語
り
合
い
、学
ぶ
場
所
。「
書
く

こ
と
」に
少
し
で
も
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
、

い
い
企
画
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
提
案
し
て
く
だ
さ
い
。

井
上　

で
は
、も
っ
と「
文
藝
塾
」の
授
業
内
で
い
ろ
ん
な

ジ
ャ
ン
ル
が
書
き
た
い
で
す
。

泉
谷　

来
年
度
か
ら
は
、よ
り
応
用
的
な
創
作
を
視
野

に
入
れ
た「
実
践
演
習
Ⅱ
」の
授
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

「
文
藝
塾
」は
O
B
・
O
G
大
歓
迎
な
の
で
、今
年
で
卒
業

す
る
お
ふ
た
り
も
ぜ
ひ
顔
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

広
瀬　

新
し
い
取
り
組
み
と
い
え
ば
、今
年
は
冊
子
も
つ

く
り
ま
す
ね
。

泉
谷　

夏
に
学
内
公
募
し
た
短
編
作
品
を
編
集
し
て
、年

度
末
に
発
刊
す
る「
文
藝
塾
」の
機
関
誌
で
す
ね
。
こ
れ
も

定
着
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
、盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

文学部 文学科
第3学年

森田 修弥

総
合
的
に
高
ま
る

「
書
く
力
」

批
判
を

ど
う
受
け
止
め
る
か

自
由
に
集
い
、

学
び
合
う
文
藝
サ
ロン

「
書
く
」こ
と
で

豊
か
に
な
る
人
生

泉
谷　

批
判
を
ヒ
ン
ト
に
変
え
て
自
分
の
よ
く
な
い
と

こ
ろ
に
目
を
向
け
ら
れ
る
力
は
、創
作
す
る
う
え
で
重
要

で
す
。

広
瀬　

批
判
で
あ
っ
て
も
ち
ゃ
ん
と
理
由
ま
で
考
え
て

く
れ
て
い
る
意
見
は
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

泉
谷　

た
し
か
に「
な
ん
と
な
く
い
い
、わ
る
い
」と
い
っ

た
印
象
批
評
は
あ
ま
り
参
考
に
な
り
ま
せ
ん
。「
文
藝

塾
」の
実
践
演
習
の
授
業
で
創
作
と
一
緒
に
講
評
も
重
視

し
て
い
る
の
は
、他
人
の
作
品
を
客
観
的
・
論
理
的
に
説

明
す
る
能
力
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
ね
ら
い
が
あ
る
か

ら
で
す
。

広
瀬　

そ
の
力
は
、普
段
の
学
業
の
な
か
の
文
学
研
究
の

読
解
面
で
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

泉
谷　

う
れ
し
い
言
葉
で
す
ね
。
文
学
の
研
究
を
深
め

る
た
め
に
も
、創
る
力
と
読
む
力
を
総
合
的
に
学
ぶ
こ
と

は
大
切
で
す
。
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社
会
学
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
学

科
第
１
学
年
の
学
生
が
、地
域
の
方
々
か

ら
こ
れ
ま
で
の
人
生
や
当
時
の
暮
ら
し
を

聞
き
、伝
記
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
で
地

域
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
趣
旨
と
し

た「
伝
記
作
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
取
り
組

み
ま
し
た
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、社
会

学
部
開
設
に
伴
い
、実
践
的
に
地
域
と
の

連
携
を
図
る
新
た
な
学
び
の
ス
タ
イ
ル
と

し
て
、第
１
学
年
の
授
業
を
と
お
し
て
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
生
た
ち
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
地

域
の
方
々
を
訪
問
し
、イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

行
い
ま
し
た
。
高
校
で
の
学
び
と
異
な
る

活
動
に
と
ま
ど
い
を
感
じ
な
が
ら
、「
聴

く
こ
と
」と「
書
く
こ
と
」の
難
し
さ
と
大

切
さ
を
学
ん
だ
よ
う
で
す
。
授
業
を
受
講

し
た
上
原
綾
人
さ
ん
と
大
仲
健
太
さ
ん

は「
入
学
し
て
出
会
っ
た
ば
か
り
の
仲
間

た
ち
と
の
グ
ル
ー
プ
活
動
は
、難
し
か
っ

た
で
す
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
う
ま
く
進

行
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
て
く
れ
た
方

が
、た
く
さ
ん
の
話
題
を
自
ら
提
供
し
て

く
だ
さ
っ
た
り
、逆
に
僕
た
ち
へ
質
問
し

て
く
だ
さ
っ
た
り
、お
話
の
内
容
も
人
と

の
接
し
方
も
勉
強
に
な
る
こ
と
ば
か
り
で

し
た
。
今
回
の
経
験
を
活
か
し
て
、よ
り

深
く
話
題
を
展
開
し
て
い
け
る
よ
う
な
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い

で
す
」と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

２
０
１
８
年
４
月
５
日（
木
）〜
７
月
17
日（
火
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
学
科
第
１
学
年

授
業
内
で「
伝
記
作
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」実
施

教
育
・
心
理
学
科

第
２
学
年　

清
村
斗
希
さ
ん

「
第
70
回
全
日
本
学
生

新
体
操
選
手
権
大
会
」出
場

　

文
学
部
教
育･

心
理
学
科
第
２
学
年
の

清
村
斗
希
さ
ん
が
、８
月
17
日（
金
）〜
19
日

（
日
）に
群
馬
県
高
崎
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ

れ
た「
第
70
回
全
日
本
学
生
新
体
操
選
手

権
大
会
」に
出
場
し
ま
し
た
。

　

清
村
さ
ん
は
、「
第
68
回
西
日
本
学
生
体

操
選
手
権
大
会
」の「
新
体
操
の
部（
個
人
競

技
）」で
12
位
と
い
う
成
績
を
修
め
、全
国

の
舞
台
へ
進
み
、今
回
の
大
会
で
は
男
子

個
人
総
合
34
人
中
28
位
と
い
う
結
果
で
し

た
。
清
村
さ
ん
は
、「
新
体
操
は
ミ
ス
の
数

が
点
数
の
減
点
に
つ
な
が
り
、結
果
に
も

大
き
く
結
び
つ
く
競
技
で
す
。
今
回
は
そ

の
ミ
ス
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
後

は
、練
習
量
を
増
や
し
て
ミ
ス
を
な
く
し

て
い
き
た
い
で
す
」と
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
今
回
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
し
て
、今
後

の
さ
ら
な
る
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

卓
球
部

●
平
成
30
年
度
春
季
関
西
学
生
卓
球
リ
ー
グ
戦

　

男
子
４
部
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク　

３
位

　

女
子
４
部
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク　

６
位

硬
式
野
球
部

●
平
成
30
年
度
京
滋
大
学
野
球
春
季
リ
ー
グ
戦

　

Ⅰ
部　

６
位

　
【
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
】
捕
手
：
小
川 

航
平
（
文
学
部 

社
会
学
科　

第
４
学
年
）

サ
ッ
カ
ー
部

●
第
95
回
関
西
学
生
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
（
後
期
）

　

３
部
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク　

４
位

陸
上
競
技
部

●
第
79
回
石
川
県
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

　

成
年
男
子 

走
り
高
跳
び　

５
位

 

竹
内 

知
春
（
文
学
部 

真
宗
学
科　

第
１
学
年
）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

●
２
０
１
８
年
度
関
西
大
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
春
季
リ
ー
グ
戦

　

男
子
７
部　

２
位
（
６
部
昇
格
）

ス
キ
ー
競
技
部

●
秩
父
宮
杯
・
秩
父
宮
妃
杯
第
91
回
全
日
本
学
生
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

　
【
男
子
総
合
成
績
】
男
子
３
部　

22
位

　
【
個
人
】
男
子
３
部　

ア
ル
ペ
ン
回
転　

６
位

 

佐
々
木 

健
（
文
学
部 

真
宗
学
科　

第
３
学
年
）

●
第
88
回
全
関
西
学
生
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

　
【
男
子
総
合
成
績
】
２
部　

11
位

　
【
個
人
】
男
子
２
部
学
校
対
抗　

男
子
大
回
転　

３
位

 

佐
々
木 

健
（
文
学
部 

真
宗
学
科　

第
３
学
年
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

●
平
成
30
年
度
京
都
府
知
事
杯
争
奪
京
都
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
リ
ー
グ
戦
大
会

　

男
子
２
部　

２
位

　

女
子
３
部　

２
位

●
平
成
30
年
度
関
西
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
春
季
リ
ー
グ
戦

　

男
子
３
部
下
位　

６
位

　

女
子
５
部　

２
位

テ
コ
ン
ド
ー
部

●
駐
神
戸
大
韓
民
国
総
領
事
杯
第
11
回
青
龍
会
オ
ー
プ
ン
テ
コ
ン
ド
ー
選
手
権
大
会

　

大
学
生
社
会
人　

初
級
-63
・
-68
㎏　

１
位

 

一
岡 

凌
輔
（
文
学
部 

教
育
・
心
理
学
科　

第
２
学
年
）

ア
メ
フ
ト
部

●
関
西
学
生
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ

　

３
部
Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク
（
少
人
数
11
人
制
）　

４
位

ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
同
好
会

●
第
10
回
関
西
・
北
陸
・
中
国
・
四
国
・
九
州
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
合
同
学
生
大
会

　
【
団
体
】
新
人
男
子　

敢
闘
賞　

４
位　

 

有
段
女
子　

関
西
北
陸
女
子
リ
ー
グ　

２
位

　
【
個
人
】
新
人
女
子　

長
剣
フ
リ
ー　

２
位

 

山
本 

佳
奈
（
文
学
部 

教
育
・
心
理
学
科　

第
２
学
年
）

２
０
１
７
年
度 

秋
季
〜
２
０
１
８
年
度 

春
季
大
会
結
果　

Club Information

取材を行っている様子

完成した伝記を届けました
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２
０
１
８
年
６
月
21
日（
木
）

環
境
に
や
さ
し
い
ス
ク
ー
ル
バ

ス
へ
、学
食
の
使
用
済
み
食
用

油
を
リ
サ
イ
ク
ル
！

２
０
１
８
年
７
月
16
日（
月
）

日
本
野
球
機
構
審
判
員 

佐
々
木
昌
信
さ
ん（
本
学
卒
業
生
）

硬
式
野
球
部
を
激
励

２
０
１
８
年
７
月
14
日（
土
）

京
都
府
と
の
就
職
支
援
に
関
す
る
協
定
を
締
結

　

本
学
は
、省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
対
策
の

一
環
と
し
て
、学
内
食
堂
の
使
用
済
み
食

用
油
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
た
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
燃
料
で
、ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
を

始
め
ま
し
た
。

　

本
学
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
、火
曜
か
ら

日
曜
の
週
６
回
、ク
ラ
ブ
活
動
や
ゼ
ミ
活

動
の
た
め
、本
部
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
湖
西

キ
ャ
ン
パ
ス
ま
で
を
毎
日
２
台
、２
〜
４

便
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
年
間
約
44
ト

ン
のCO

2

が
削
減
さ
れ
る
と
想
定
し
て
い

ま
す
。

　

本
学
硬
式
野
球
部
O
B
で
、現
在

N
P
B（
日
本
野
球
機
構
）で
審
判
員

と
し
て
活
躍
中
の
佐
々
木
昌
信
さ
ん

（
１
９
９
１
年
度
卒
）が
、本
学
野
球
部
の

激
励
に
来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

佐
々
木
さ
ん
は
、ご
自
身
の
学
生
時
代

の
様
子
を
振
り
返
り
、「
継
続
し
て
努
力

し
て
い
れ
ば
、そ
の
姿
を
見
て
く
れ
て
い

る
人
が
必
ず
い
る
。
貴
重
な「
今
」を
大
切

に
、悔
い
の
な
い
よ
う
に
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
」と
熱
く
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

野
球
部
の
部
員
た
ち
も
背
筋
を
伸
ば
し
、

ま
っ
す
ぐ
前
を
見
つ
め
て
話
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。
佐
々
木
さ
ん
か
ら
の「
大

谷
大
学
の
看
板
を
背
負
っ
て
い
る
」と
い

う
お
言
葉
に
は
、深
く
頷
く
部
員
も
お
り
、

　

本
学
は
、京
都
府
と
就
職
支
援
に
関
す
る
協
定
を
京
都
市
勧

業
館「
み
や
こ
め
っ
せ
」に
お
い
て
、西
脇
京
都
府
知
事
、府
内

の
大
学
関
係
者
参
加
の
下
、締
結
し
ま
し
た
。
今
回
の
協
定
締

結
に
は
、府
内
の
企
業
等
に
お
け

る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
取
り

組
み
や
京
都
府
北
部
地
域
へ
の

U
I
J
タ
ー
ン
就
職
の
促
進
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
京

都
府
内
の
企
業
と
の
関
係
が
こ

れ
ま
で
以
上
に
強
化
さ
れ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

依
願
退
職

【
事
務
職
員
】

大
塚 

政
子 

（
学
生
支
援
部
） 

２
０
１
８
年
７
月
31
日
付

荒
木 

さ
と
み 

（
総
務
部
）

内
堀 

陽
子 

（
教
育
研
究
支
援
部
）

髙
田 

理
可 

（
総
務
部
）

 

２
０
１
８
年
８
月
31
日
付（
各
通
）

【
事
務
系
嘱
託
】

大
橋 

宏
子 

（
学
生
支
援
部
） 

２
０
１
８
年
７
月
31
日
付

 

新
人
女
子　

長
剣
フ
リ
ー　

３
位

 

宮
﨑 

尋
子
（
文
学
部 

社
会
学
科　

第
１
学
年
）

 

有
級
有
段
女
子　

短
刀　

１
位

 

三
田 

祐
衣
（
文
学
部 

哲
学
科　

第
４
学
年
）

 

有
段
男
子　

小
太
刀　

３
位

 

川
井 

悠
輔
（
文
学
部 

歴
史
学
科　

第
４
学
年
）

 

有
段
男
子　

長
剣
フ
リ
ー　

４
位

 

下
司 

直
也
（
文
学
部 

社
会
学
科　

第
２
学
年
）

 

有
級
有
段
男
子　

二
刀　

３
位

 

川
井 

悠
輔
（
文
学
部 

歴
史
学
科　

第
４
学
年
）

●
第
24
回
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
全
日
本
学
生
大
会

　
【
個
人
】
基
本
動
作
（
有
級
）　

３
位

 

中
澤 

朋
香
（
文
学
部 

人
文
情
報
学
科　

第
２
学
年
）

 

男
子
有
段
の
部　

長
剣
フ
リ
ー
（
有
級
）　

４
位

 

下
司 

直
也
（
文
学
部 

社
会
学
科　

第
２
学
年
）

 

男
子
有
段
の
部　

二
刀
（
有
級
）　

２
位

 

下
司 

直
也
（
文
学
部 

社
会
学
科　

第
２
学
年
）

●
第
３
回
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
近
畿
学
生
大
会

　
【
団
体
】
有
段
男
子
団
体
戦　

３
位

　
【
個
人
】
女
子
有
段
有
級
の
部　

両
手
長
剣
の
部　

敢
闘
賞

 

宮
﨑 

尋
子
（
文
学
部 

社
会
学
科　

第
１
学
年
）

 

女
子
有
段
有
級
の
部　

楯
小
太
刀
の
部　

敢
闘
賞

 

仲
田 

瑞
希
（
文
学
部 

歴
史
学
科　

第
２
学
年
）

 

男
子
有
段
有
級
の
部　

二
刀
の
部　

３
位

 

川
井 

悠
輔
（
文
学
部 

歴
史
学
科　

第
４
学
年
）

 

男
子
有
段
有
級
の
部　

長
剣
両
手
の
部　

敢
闘
賞

 

川
井 

悠
輔
（
文
学
部 

歴
史
学
科　

第
４
学
年
）

 

男
子
有
段
有
級
の
部　

小
太
刀
の
部　

１
位

 

佐
藤 

康
一
（
文
学
部 

社
会
学
科　

第
３
学
年
）

 

男
子
有
段
有
級
の
部　

小
太
刀
の
部　

２
位

 

下
司 

直
也
（
文
学
部 

社
会
学
科　

第
２
学
年
）

 

男
子
有
段
有
級
の
部　

小
太
刀
の
部　

敢
闘
賞

 

森
田 

崇
嗣
（
文
学
部 

文
学
科　

第
２
学
年
）

※
入
賞
者
の
学
年
は
、
大
会
時
の
も
の
で
す
。

人
事
情
報　

Personnel Information  

あ
ら
た
め
て
今
後
の
練
習
に
向
け
、気
が

引
き
締
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

　

佐
々
木
さ
ん
は
２
０
１
５
年
に

N
P
B
の
最
優
秀
審
判
賞
を
受
賞
さ
れ
、

２
０
１
６
年
に
は
通
算
２
０
０
０
試
合
出

場
を
達
成
さ
れ
る
な
ど
、現
在
も
第
一
線

で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
一
層
の
ご

活
躍
を
願
い
ま
す
。

木越学長と西脇京都府知事

佐々木昌信さん
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滋
賀
県
の
長
浜
別
院
大
通
寺
で
開
催
さ

れ
た
花
ま
つ
り
子
ど
も
大
会
に
、同
窓
会

の
長
浜
支
部
か
ら
の
ご
依
頼
を
受
け
、文

学
部
教
育
・
心
理
学
科
の
学
生
18
名
が「
お

お
た
に
キ
ッ
ズ
キ
ャ
ン
パ
ス
お
で
か
け

隊
」と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
田
中
潤
一

ゼ
ミ
の
学
生（
第
２
〜
４
学
年
）が
行
っ
た

「
紙
コ
ッ
プ
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
」「
に
ょ
ろ

に
ょ
ろ
」「
魚
釣
り
」の
３
ブ
ー
ス
で
は
、学

生
が
子
ど
も
た
ち
の
作
業
を
横
で
サ
ポ
ー

ト
し
た
り
、一
緒
に
な
っ
て
遊
ん
だ
り
と

賑
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
参
加
し
た
学
生
の
麓ふ

も
と

真
結
さ
ん

（
第
２
学
年
・
長
浜
市
出
身
）は
、「
久
し
ぶ

り
に
地
元
に
戻
っ
て
、い
ろ
い
ろ
な
方
と

お
会
い
で
き
、な
か
に
は
子
ど
も
の
頃
に

お
世
話
に
な
っ
た
方
に
も
声
を
か
け
ら

れ
、地
元
の
あ
た
た
か
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

一
層
、滋
賀
県
へ
の
愛
着
を
持
ち
ま
し
た
」

と
感
想
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
長
浜
支

部
の
委
員
の
方
か
ら
は
来
年
も
ぜ
ひ
参
加

し
て
ほ
し
い
と
い
う
お
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

詳しい情報は… 大谷大学ホームページ  http://www.otani.ac.jp/2018aw

２
０
１
８
年
５
月
３
日（
木
）

お
お
た
に
キ
ッ
ズ
キ
ャ
ン
パ
ス
お
で
か
け
隊

長
浜
別
院
大
通
寺「
花
ま
つ
り
子
ど
も
大
会
」に
参
加

２
０
１
８
年
３
月
16
日（
金
）

新
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ「
ピ
ン
バ
ッ
ジ
」完
成

２
０
１
８
年
5
月
18
日（
金
）〜
5
月
27
日（
日
）

人
文
情
報
学
科
学
生
有
志「P

EN
K
i FA

C
TO
R
Y
 M
edia W

orks

」

「
第
４
回 

天
才
ア
ー
ト
企
画
展
」に
制
作
協
力

　

大
谷
大
学
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
と
し
て
新
ロ
ゴ
マ
ー

ク
と
大
学
名
を
記
し
た
ピ
ン
バ
ッ
ジ
を
製
作
し
ま
し
た
。

　

３
学
部
体
制
の
ス
タ
ー
ト
や
新
教
室
棟
の
整
備
な
ど
、

大
谷
大
学
の
新
し
い
展
開
に
伴
い
作
成
さ
れ
た
新
ロ
ゴ

マ
ー
ク
は
、円
がO

T
A
N
I

の「O

」、五
角
形
と
中
央
部
の

四
角
形
がU

N
IV
ERSIT

Y

の「U

」を
表
し
て
お
り
、中
心

か
ら
外
側
に
か
け
て
円
へ
と
変
化
す
る
図
形
は
、学
生
が

成
長
し
て
い
く
様
子
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

　

ピ
ン
バ
ッ
ジ
は
、幅
広
い
世
代
の
方
に
着
け
て
も
ら
え
る
よ
う
、シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン

と
な
っ
て
い
ま
す
。
慶
聞
館
１
階
カ
フ
ェ
の
レ
ジ
カ
ウ
ン
タ
ー
に
て
８
０
０
円
で
販
売
し

て
お
り
ま
す
の
で
、お
立
ち
寄
り
の
際
に
は
ぜ
ひ
ご
購
入
く
だ
さ
い
。

　

京
都
市
内
で
開
催
さ
れ
た「
第
４
回
天
才
ア
ー
ト
企
画
展
」

に
お
い
て
、文
学
部
人
文
情
報
学
科
の
有
志
学
生
で
作
ら
れ
た

「PEN
K
i FA

CT
O
RY
 M
edia W

orks

」（
倉
光
延
行
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
）が
、映
像
制
作
や
設
営
に
協
力
し
ま
し
た
。

　

天
才
ア
ー
ト
と
は
、障
が
い
の
あ
る
人
が
も
つ
優
れ
た
感
性

と
表
現
力
、そ
こ
か
ら
湧
き
出
る
独
創
的
な
ア
ー
ト
作
品
を
指

し
ま
す
。
今
回
は
、図
形
を
動
物
な
ど
に
見
立
て
て
表
現
す
る

土
屋
彰
男
氏
と
、数
字
を
羅
列
し
て
抽
象
的
に
表
現
す
る
大

栁
憲
一
氏
の
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。
人
文
情
報
学
科
第
３

学
年
の
小
島
琢
斗
さ
ん
は
、「
私
は
天
才
ア
ー
ト

と
の
連
携
を
通
じ
て
、障
が
い
者
支
援
の
現
場

を
深
く
知
る
こ
と
が
で
き
、ま
た
そ
の
現
場
に

携
わ
っ
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
や
保
護
者
の
方
々
の

懸
命
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
経
験
を
こ

れ
か
ら
の
活
動
に
生
か
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
」と
感
想
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
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イベント スケジュール

※イベントのタイトル・内容
　及び時間は予定のため、
　変更する場合があります。

前夜祭
17：00～19：00 

サンクンステージ

サンクンステージ
パフォーマンスイベント
①10：30～1 1：00
②16：00～16：30

駐輪場前特設ステー
ジ

ライトアップイベント
16：00～18：00

尋源館

仮装イベント
13：00～14：00
パフォーマンスイベント
14：30～15：00

後夜祭
16：15～18：00

内部音楽イベント
11：00～15：30

カラオケイベント
16：30～18：00

11 / 16
 <FR I >

11 / 1 7
 < SAT>

11 / 18
 < SUN>

講　堂 プロタレントイベント
開場 10：00　開演 11：00／終演 12：00

EVENT SCHEDULE
Twitter：@shimeisai

https://shimeisai.wixsite.com/shimeisai 

Facebook：@otani.shimeisai

HP

尋源館
ライトアップイベント
16：00～18：00

駐輪場前特設ステー
ジ

パフォーマンスイベント
①12：30～13：00
②15：30～16：00

 < SUN>

今
年
度
の
テ
ー
マ
は

　

こ
ん
に
ち
は
！ 

２
０
１
８
年
度
大
谷

大
学
学
園
祭
実
行
委
員
会
の
委
員
長
を
務

め
て
お
り
ま
す
井
上
樹
と
申
し
ま
す
。
歴

史
あ
る「
紫
明
祭
」を
盛
り
上
げ
る
た
め
実

行
委
員
会
一
同
、日
々
準
備
を
進
め
て
お

り
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
度
紫
明
祭
の
テ
ー
マ
は

「
谷
大
１
０
０
％ 

心
に
シ
メ
イ
を
も
っ

て
！
」で
す
。「
谷
大
１
０
０
％
」に
は
、来

場
者
を
含
め
た
全
員
で
１
０
０
％
の
力
を

出
し
て
、紫
明
祭
を
盛
り
上
げ
て
ほ
し
い

と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た「
心
に
シ
メ
イ
を
も
っ
て
！
」に
は
、紫

明
祭
の「
紫
明
」と
、実
行
委
員
会
が
中
心

と
な
っ
て
学
生
・
大
学
・
地
域
が
協
力
し
あ

い
学
園
祭
を
成
功
さ
せ
る「
使
命
」の
意
味

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

紫
明
祭
で
は
、ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
な

ど
が
模
擬
店
を
出
店
し
、教
室
展
示
や
ス

テ
ー
ジ
発
表
な
ど
で
は
、普
段
の
練
習
や

活
動
の
成
果
を
発
揮
す
る
場
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
模
擬
店
や
教
室
展
示
、ス

テ
ー
ジ
発
表
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、

学
生
の
頑
張
る
姿
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

今
年
の
紫
明
祭
は
イ
ベ
ン
ト
数
が
昨
年

よ
り
も
多
く
な
っ
て
お
り
、各
イ
ベ
ン
ト

の
内
容
も
と
て
も
充
実
し
た
も
の
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
本
学
学
生
が
活
躍
す
る
音

楽
イ
ベ
ン
ト
や
後
夜
祭
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
の
ほ
か
、芸
能
人
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や

芸
人
さ
ん
の
漫
才
、マ
ジ
シ
ャ
ン
・
大
道
芸

人
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
盛
り
だ
く
さ

ん
で
す
。
ま
た
カ
ラ
オ
ケ
イ
ベ
ン
ト
、仮

装
大
会
と
い
っ
た
一
般
の
方
が
参
加
可
能

な
イ
ベ
ン
ト
も
予
定
し
て
お
り
、来
場
者

全
員
が
大
い
に
楽
し
め
る
内
容
を
企
画
し

て
い
ま
す
。
紫
明
祭
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、大
谷
大
学
学
園
祭
実
行
委
員
会
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
て
更
新
し
て
い
き
ま
す
の
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

そ
れ
で
は
、紫
明
祭
で
お
会
い
し
ま

し
ょ
う
。

谷
大
１
０
０
％ 

心
に
シ
メ
イ
を
も
っ
て
！学園祭実行委員会委員長

文学部 教育・心理学科
第3学年

井上　樹

多くの笑顔や思い出が生まれる紫明祭。今年も最高の思い出をつくろう！

University festival　ー紫明祭2018ー



ご主人の酒井 博さん（右）

　ご主人のお母さんが始めた「源平」を、ご夫婦が継いでから約40年。
奥さんは、主婦の延長として店主となりお店を継いで、ご主人は定年
退職後からお店を手伝い始めました。ご夫婦で、先代から受け継いだ
味を守り続けています。レシピがなく、料理の味は毎回少し変わるの
で、それも楽しみのひとつ。お袋の味を堪能できること間違いなしです。
人気メニューはチキンカツ、チキングリエ、ポークチャップなどなど。ど
のメニューもボリューム満点です！ 個人的なおすすめは昔ながらの
「オムライス」。現在ではお店で目にすることの減った、薄めの卵がしっ

かりと巻かれたオムライスが食べら
れます。なかなか実家に帰れず家
庭料理が恋しい、そんな方はぜ
ひご賞味あれ！

ー ー

オムライス（800円）
▼ 

ハンバーグ定食　 
（ごはん、サラダ、小鉢、みそ汁付 850円）▼ 



　近所の方や大谷大学の先生、学
生の常連が多く、ゆったりとした
時間を過ごせる店内は、居心地の
良いアットホームな雰囲気でし
た。店内のテーブルやイス、小物
類は、奥さんが「いいな」「かわいい
な」と思ったものを置いているそ
うです。店内のものに「特にこだ
わりはない（笑）」とお話になる、さ
ばさばしたおもしろい奥さんと、
物静かで優しそうなご主人が営ま
れるお店の後継者は、残念ながら
いないそうです。これからもでき
るだけ長く続けてほしいと素直に
思いました。

　店内に入ってすぐ右側にあるテーブルは、使わず
家に置いていたものを利用し、その他のテーブルは、
これに合わせて揃えたそうです。奥さん曰く「店内
は私のリビングのような感じでレイアウトしてい
る」とのこと。ご主人のお母さんの代から続き、地域
に根づいたGENPEならではの良さですね。まるで我
が家のように落ち着いた雰囲気の店内で、ゆったり
と食事を楽しんでみてはいかがでしょうか。

文学部 国際文化学科　シ
ョバゼミ

Dash Shobha Rani先生

（ダシュ・ショバ・ラニ）

アットホームな
雰囲気の店内

厨房での仕事ぶりも丁寧

住　　所／京都府京都市北区小山上総町53
　　　　　地下鉄北大路駅前 北大路駅から197m
営業時間／11：30～21：00　定休日／日曜日

予約・お問い合わせ
075-441-2216

今回ご紹介し
た

お店の情報
はコチラ！

北大路
ビブレ

立命館
小学校

大谷大学

GENPE

烏丸北大路

北大路通

賀
茂
川

烏
丸
通

地下鉄
北大路駅

今回は、文学部国際文化学
科第4学年、

ショバ先生のインドゼミか
ら集まった

4名で取材を行いました！

野嶋 景斗

貫名 菜月 戸田 哲朗

宮地 聖光



２
０
１
７
年
度 

就
職
決
定
状
況

現
在
の
就
職
環
境

今
後
の
就
職
支
援

　

２
０
１
７
年
度
文
学
部
卒
業
生
の

就
職
率（
就
職
者
÷
就
職
希
望
者
）は

９
６
・
８
％
、短
期
大
学
部
は
１
０
０
％

と
、高
い
就
職
率
を
維
持
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。（
詳
細
は
左
ペ
ー
ジ
参
照
）

　

こ
れ
は
、企
業
の
高
い
採
用
意
欲
が
維
持

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、何
よ
り
も
学

生
一
人
ひ
と
り
が
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず

に
活
動
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

２
０
１
７
年
度
の
就
職
活
動
は
、３
月

１
日
の
広
報
開
始
か
ら
一
斉
に
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
新
聞
紙
上
で
は
、「
短
期
集

中
」「
売
り
手
市
場
」以
外
に「
休
日
・
休
暇
」

「
福
利
厚
生
」な
ど「
働
き
方
」が
注
目
さ

れ
ま
し
た
。
早
い
時
期
か
ら
業
界
研
究
、

企
業
研
究
を
行
い
志
望
業
界
、企
業
の
絞

り
込
み
が
で
き
て
い
る
学
生
は
３
月
１
日

以
降
の
動
き
出
し
も
早
く
、比
較
的
早
い

段
階
で
内
定
を
得
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、６
月
１
日
の
選
考
開
始
以
降
、

早
期
に
内
定
を
得
る
学
生
は
前
年
度
よ
り

も
多
く
、そ
の
う
ち
、内
定
を
得
た
こ
と
で

就
活
を
終
了
す
る
学
生
が
多
か
っ
た
の
も

２
０
１
７
年
度
の
特
徴
と
言
え
ま
す
。

　

一
方
、準
備
が
不
十
分
な
場
合
は
、就
活

が
長
期
化
す
る
な
ど
、準
備
の
差
に
よ
る

活
動
期
間
の
二
極
化
が
よ
り
明
確
と
な
り

ま
し
た
。

　

２
０
１
８
年
度
の
就
職
活
動
も
、３
月

１
日
の
広
報
開
始
か
ら
一
斉
に
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
現
４
年
生
は
第
３
学
年
の
夏

休
み
以
降
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ（
就
業
体

　

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、就
職
に
限

ら
ず
、個
々
の
学
生
が
希
望
す
る
進
路
決

定
が
で
き
る
よ
う
、さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を

第
１
学
年
、第
２
学
年
の
み
な
さ
ん
へ

　

就
職
活
動
と
言
っ
て
も
ま
だ
実
感
が
湧
か
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、各
学
年
・
日
々
の
学
生

生
活
で
得
た
経
験（
キ
ャ
リ
ア
）が
卒
業
後
の
進
路
に
大
き
く
関
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

企
業
が
求
め
る
力
と
し
て
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
」「
主
体
性
」「
協
調
性
」な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
力
は
容
易
に
身
に
つ
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
頃
か
ら
学
業
だ
け
で

な
く
、ク
ラ
ブ
活
動
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
で
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
交
流
す
る
こ
と
に

よ
り
養
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。
ま
た
、社
会（
会
社
や
業
界
）を
知
る
う
え
で
、イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
も
有
効
な
方
法
で
す
。

　
「
今
し
か
で
き
な
い
こ
と
」「
本
気
で
取
り
組
め
る
も
の
」を
見
つ
け
る
た
め
に
も
、さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
に
挑
戦
し
幅
広
い
経
験
を
積
み
ま
し
ょ
う
。

験
）に
参
加
し
た
学
生
も
多
く
、一
部
の
学

生
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
企
業
へ
の
就

職
を
優
先
し
た
こ
と
か
ら
、例
年
よ
り
も

静
か
な
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

ス
タ
ー
ト
に
合
わ
せ
て
各
種「
合
同
企

業
説
明
会（
合
説
）」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
谷
大
学
主
催
の
合
説
に
は
２
日
間
で
60

社
の
企
業
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

わ
せ
て
今
年
度
か
ら
京
都
の
新
卒
応
援
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
、就
職
支
援
協
定
先
の
石
川

県
、滋
賀
県
の
相
談
ブ
ー
ス
を
開
設
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

合
説
後
、学
生
は
個
別
の
会
社
説
明
会

へ
の
参
加
、エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
提
出

を
経
て
、６
月
１
日
の
選
考
開
始
以
後
、選

考
に
臨
み
ま
し
た
。
今
年
度
も
早
期
に
内

定
を
得
る
学
生
も
多
く
、内
定
を
得
た
こ

と
で
就
活
を
終
了
し
、通
常
の
大
学
生
活

に
戻
っ
た
学
生
が
２
０
１
７
年
度
よ
り
も

さ
ら
に
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

６
月
末
で
、３
月
か
ら
始
ま
っ
た
就
活

の
第
１
ク
ー
ル
は
収
束
し
、７
月
以
降
は
、

第
１
ク
ー
ル
で
募
集
人
数
を
満
た
せ
な

か
っ
た
企
業
、中
堅
中
小
企
業
な
ど
が
新

た
に
採
用
活
動
を
始
め
る
第
２
ク
ー
ル
に

移
り
ま
し
た
。
秋
以
降
は
、教
員
採
用
試

験
、公
務
員
試
験
の
結
果
を
受
け
た
企
業

の
採
用
活
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、個
々
の
学

生
の
状
況
に
応
じ
た
相
談
・
情
報
提
供
な

ど
の
支
援
を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

行
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、卒
業
前
年
度
の
就
職
希
望
の
学

生
に
対
し
て
は
、５
月
の
第
１
回
就
職
ガ

イ
ダ
ン
ス
で「
就
職
の
て
び
き
」を
配
付

し
、就
職
活
動
プ
ロ
セ
ス
や
、プ
ロ
セ
ス
に

則
っ
た
各
種
支
援
に
つ
い
て
の
説
明
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
こ
れ
ま
で
に

自
己
発
見
診
断（
自
己
理
解
）、Ｓ
Ｐ
Ｉ
や

筆
記
試
験
対
策
、履
歴
書
作
成
や
業
界
研

究
に
関
す
る
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、10
月
以
降
は
、履
歴
書
作
成
の
た

め
の
個
人
面
談
、企
業
研
究
、職
種
研
究
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
、面
接
対
策
な
ど
の
支

援
企
画
を
実
施
し
ま
す
。
特
に
、こ
の
時

期
に
必
要
な
の
は
、履
歴
書（
学
生
時
代
に

力
を
注
い
だ
こ
と
、私
の
特
徴
）作
成
の
た

め
の
個
人
面
談
で
す
。
履
歴
書
は
採
用
選

考
の
際
に
必
要
と
な
る
書
類
で
す
の
で
、

早
期
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

今
後
実
施
の
支
援
企
画
に
つ
い
て
は
、

新
シ
ス
テ
ム（
大
谷
大
学
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

パ
ス
ポ
ー
ト
：
通
称「
ユ
ニ
パ
」）、掲
示
、

メ
ー
ル
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、教
員
、公
務
員
を
め
ざ
す
学
生
、

２
０
２
０
年
３
月
卒
業
・
修
了
予
定
者
対
象

【
今
後
の
就
職
支
援
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
講
座
等
】

・
履
歴
書
作
成
の
た
め
の
個
別
面
談﹇
10
〜
１
月
﹈

・
第
４
回
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス（
業
界
研
究
）﹇
10
月
﹈

・
第
５
回
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス（
職
種
研
究
）﹇
10
月
﹈

・
面
接
対
策
ガ
イ
ダ
ン
ス﹇
11
月
﹈

・
第
６
回
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス（
企
業
研
究
）﹇
11
月
﹈

・
筆
記
試
験
対
策
講
座﹇
11
月
﹈

・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
講
座﹇
12
月
﹈

・
志
望
理
由
作
成
ガ
イ
ダ
ン
ス[

１
月]

・
就
活
直
前
集
中
強
化
講
習[

２
月]

・
面
接
対
策
フ
ォ
ロ
ー
ガ
イ
ダ
ン
ス﹇
３
月
﹈

・
学
内
合
同
企
業
説
明
会﹇
３
月
﹈

・
就
職
ス
タ
ー
ト
ガ
イ
ダ
ン
ス﹇
３
月
﹈

進
学
希
望
の
学
生
は
、別
途
支
援
し
て
い

ま
す
の
で
、相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
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2017（平成29）年度卒業生進路決定状況
文 学 部

短 期 大 学 部

● 業種別進路決定状況

510 17 23 10 11 27 55

就職者
就職活動
継続 大学院

大学短大
専修学校

653

就職希望 進　学
聴講生
科目等

一時的な
仕事に
就いた者

左記以外卒業者

96.8% 83.2%

進路決定率＝ 進路決定者ー
卒業者

就職率＝ 就職者
ー
就職希望者

※進路決定者＝就職者＋進学者

● 職種別進路決定状況

● 業種別進路決定状況

就職者
就職活動
継続

大学
編入

短大
専修学校

77 66 0 6 1 0 1 3

就職希望 進　学
聴講生
科目等

一時的な
仕事に
就いた者

左記以外卒業者

● 2017年度就職先（抜粋）

● 2017年度就職先（抜粋）

100.0％ 94.8％

進路決定率＝ 進路決定者ー
卒業者

就職率＝ 就職者
ー
就職希望者

※進路決定者＝就職者＋進学者

※キャリアセンターの支援、主な就職先一覧、
進学先は、キャンパスライフｐ.65～70を
ご覧ください。

西日本旅客鉄道(株)（ＪＲ西日本）
東日本旅客鉄道(株)（JR東日本）
九州旅客鉄道(株)（ＪＲ九州）
近畿日本鉄道(株)
(株)ＪＡＬスカイ札幌
エムケイ(株)
(株)キャビック
(株)サカイ引越センター
清和海運(株)
(株)レールテック
(株)ロジコム

(株)たけでん
ツルタ電機(株)
(株)北陸近畿クボタ
(株)R・S（R・S Co.,Ltd.）
旭商工(株)
石黒メディカルシステム(株)
(株)イッセイミヤケ
大阪工機(株)
(株)大松
カネヨシ商事(株)
(株)ガモウ関西
京都空罐工業(株)
滋賀特機(株)
(株)ジョイックスコーポレーション
(株)ジョンマスターオーガニックグループ
神姫産業(株)
菅機械工業(株)
(株)セントラルフルーツ
ニシムラ(株)
(株)日伝
(株)八興
パナソニック電材京都(株)
(有)林電機工業所
光伝導機(株)
東田電機産業(株)
ホシザキ阪神(株)
(株)マツシマホールディングス
山宗青果(株)
(株)山中商会

運輸業
小売業

サービス業

製造業

建設業

情報通信・マスメディア 教育

幼稚園

保育所

不動産業

こども園 宗教

国家公務・地方公務
福祉・医療

金融・保険

卸売業

(株)ロマンス小杉

(株)一畑百貨店
(株)平和堂
コーセー化粧品販売(株)
はるやま商事(株)
浜屋(株)
(株)ザラ・ジャパン
(株)ステップ
(株)あさひ（サイクルベースあさひ）
(株)アダストリア
インターヨーロッパ(株)
ウエルシア薬局(株)
(株)エムジー
(株)ゑり善
(株)大嶋カーサービス
(株)関西スーパーマーケット
(株)キャン
(株)九州マツダ
金氏高麗人参(株)
クオール(株)
(株)クスリのアオキ
京滋ユアサ電機(株)
(株)ゲオホールディングス
神戸トヨペット(株)
(株)光洋
(株)コスモス薬品
佐竹食品(株)
さわやかリテールサポート(株)
(株)サンディ
サントリービバレッジサービス(株)
(株)ジェイアール東海パッセンジャーズ
滋賀ダイハツ販売(株)
滋賀テレコム(株)
滋賀トヨペット(株)
滋賀ホンダ販売(株)
(株)シティーヒル
(株)ジュン
(株)城山
(株)ジーンズ・カジュアル ダン
(株)スズキ販売新兵庫
スーベニール(株)
(株)泰和

(株)大黒屋
(株)ダイレクト・ショップ
チムニー(株)
(株)ツルヤ
(株)デイトナ・インターナショナル
(株)ＴＯＫＹＯ　ＢＡＳＥ
富山ヤクルト販売(株)
奈良ダイハツ(株)
日本観光開発(株)
(有)ニューズ
(株)パル
(株)ハンプティーダンプティー
(株)ハートフレンド
(株)ビューティ・ミッション
(株)ファミリーマート
(株)フジデン
(株)プレジィール
(株)プレナス
(株)ホンダカーズ京都
(株)ホンダベルノ滋賀
(株)マツモト
(株)マツヤスーパー
(株)マツヤデンキ
(株)万代
(株)ミートモリタ屋
(株)八尾カワサキ
彌榮自動車(株)
(株)やまもと
夢計画(株)
(株)ユー・ピー・ディー（ゆう薬局グループ）
(株)ヨドバシカメラ
(株)ライトオン
(株)ライフコーポレーション
(株)ライフフーズ
(株)リオン・ドールコーポレーション
(株)リカーマウンテン
(株)リバティ
(株)レギュレイト
(株)ローゼン
(株)ローソン
(株)和想

大阪信用金庫

京都中央信用金庫
京都府信用漁業協同組合連合会
(株)クレディセゾン
(株)四国銀行
住友生命保険相互会社
東京海上日動火災保険(株)

日本郵便(株)
京都市農業協同組合
京都農業協同組合（ＪＡ京都）
(株)東急リゾートサービス
(株)京都吉兆
(株)松井旅館本館
(株)ＳＴＵＤＩＯ　ＡＲＣ
綜合警備保障(株)
(株)アウトソーシング
(株)アウルコーポレーション
ＡＬＳＯＫ京滋(株)
(株)エイジェック
遠藤会計事務所
大江戸温泉物語グループ(株)
大阪中央警備保障(株)
(株)川六
(株)錦水亭
(株)グッド・クルー
京王プレリアホテル京都
(株)ココスジャパン
(株)サムライエンタープライズ
(株)三央
(株)サンレー
(株)じょぶれい
新教育総合研究会(株)
第一綜合(株)
(株)第一紙業
(株)ティルウィンド
テトラポット(株)
鳥取いなば農業協同組合
(株)トーカイ
(株)ＮＡＴｉＯＮ.
(株)日本教育クリエイト
ＮＯＶＡホールディングス(株)
(株)のらや
(株)白洋舎

パナソニックエクセルスタッフ(株)
(株)ビイサイドプランニング
(株)ビケンテクノ
(株)平山
(株)ファーストキャビン
(株)Ｐｌａｎ･Ｄｏ･Ｓｅｅ
(株)ホテル泉慶
(株)マーキュリー
(株)ヤマシタコーポレーション
(株)ユニマットプレシャス　リゾート事業部
(株)ユー・エス・ジェイ
ＵＴグループ(株)
幼児活動研究会(株)
淀川変圧器(株)
(株)ＬＡＶＡ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ
(株)リクルートスタッフィング
(株)リーガルビジョン
(株)ワット・コンサルティング

象印マホービン(株)
ＨＯＹＡ(株)
(株)俵屋吉富
(株)鼓月
三谷伸銅(株)
村田精工(株)
(株)泉産業
(株)ウエーブ
(株)エーデルワイス
堅田電機(株)
(株)グラフィック
郷インテックス(株)
(株)坂本金型工作所
佐川印刷(株)
(株)山陽
(株)シケン
(株)聖護院八ッ橋総本店
(株)ジョンブル
(株)ジョーニシ
シライ電子工業(株)
新貝工業(株)
(株)大長
(株)竜製作所
東邦化成(株)

日華化学(株)
(株)野村佃煮
(株)ノリタケＴＣＦ
(株)北條製餡所
(株)ホギメディカル
(株)丸山製作所
(株)メニコン
(株)ユキオー
(株)ＵＡＣＪ金属加工
(株)リンク・セオリー・ジャパン
和信化学工業(株)

高松建設(株)
東建コーポレーション(株)
日本ｅリモデル(株)
(株)イシカワ
(株)ＭＤＩ
(株)ジューケン
タカノホーム(株)
(株)マサミガーデン
山甚建設(株)

(株)カプコン
(株)ＵＳＥＮ
三菱電機インフォメーションシステムズ(株)
ＳＧシステム(株)
(株)ＫＹＯＳＯ
Ｓｋｙ(株)
(株)アイネス
朝日新聞大阪中央販売(株)
アンドール(株)
(株)ウェルアソシエイツ
(株)エクストリンク
(株)ＳＥＯ
(株)グローバルキャスト
(株)コスモネット
(株)ジェットワン
(株)システムディ
(株)新日本ニーズ
中央システム(株)
中央ビジネス(株)
(株)DTSインサイト

ナビオコンピュータ(株)
(株)日企
(株)ネクストリンク
(株)ＮｅｔＶａｌｕｅ
(株)Ｖｉｓｉｏｎａｒｙ
(株)ビデオ・ステーション・キュー
(株)ビー・エム・シー
(株)よしもとブロードエンタテインメント
(株)RESTY

(株)長栄
西和不動産販売(株)
(株)エリッツ
(株)学生情報センター
ウインズリンク(株)
エスワイズ住宅販売(株)
(株)ゼロ・コーポレーション
大和リビング(株)
(株)ハウスネットワーク
(株)プレサンス住販
(株)リスコンス

京都府教育委員会
京都市教育委員会
舞鶴市教育委員会
宇治市教育委員会
長岡京市教育委員会
井手町教育委員会
大山崎町教育委員会
茨木市教育委員会
大阪市教育委員会
枚方市教育委員会
高槻市教育委員会
堺市教育委員会
東近江市教育委員会
大津市教育委員会
甲賀市教育委員会
野洲市教育委員会
甲良町教育委員会
奈良県教育委員会
日高郡教育委員会
石川県教育委員会

加賀市教育委員会
高山市教育委員会
善通寺市教育委員会
筑後市教育委員会
奈良女子高等学校
英風女子高等専修学校
金剛学園高等学校

守山市（幼稚園教諭）
光華幼稚園
七条幼稚園
八条幼稚園
葉室幼稚園
ひまわり幼稚園
安井幼稚園

清須市役所（保育士）
速水保育園
山田保育園
六満保育園

茨木市（幼稚園教諭・保育教諭）
長浜市（幼稚園教諭・保育教諭）
永興開智こども園
認定こども園こどもの園敬愛保育園
認定こども園自然幼稚園

国立病院機構
吹田徳洲会病院
(株)ニチイ学館
(株)ベネッセスタイルケア
洛和会ヘルスケアシステム
武田病院
柊野福祉会
滋賀県障害児協会
乙の国福祉会
介護老人保健施設石清水
回生会
京都府あおぞら会
熊野市社会福祉協議会

グロー
甲賀会
七野会
しなのさわやか福祉会
清水福祉会
真寿会
スターツケアサービス(株)
洗心福祉会
高遠さくら福祉会
竹の里ホーム
地域密着型介護老人福祉施設プライムハイツ春江
天寿会
特別養護老人ホーム萩の里
なづな学園
パナソニックエイジフリー(株)
ビハーラ十条
福祥福祉会
平安徳義会
みねやま福祉会
メディカルケア御所ノ内(株)
メディカル・ケア・サービス(株)
リガーレ暮らしの架け橋

真宗大谷派　宗務所
真宗大谷派　難波別院
真宗大谷派　名古屋別院（東別院）
真宗大谷派　三河別院

大阪府庁
愛知県警察本部
滋賀県警察本部
京都府警察本部
舞鶴市役所
栗東市役所
彦根市役所
高島市役所
八百津町役場
白川村役場
防衛省　陸上自衛隊
防衛省　海上自衛隊
防衛省　航空自衛隊

保育所48% 

幼稚園21% 

認定こども園14% 

小売・サービス業6% 
社会福祉施設5% 

宗教5% 建設従事者1% 

小売業18% 
その他6% 

サービス業15% 

教育・学習14% 

福祉・医療10% 

卸売業8% 

製造業8% 

宗教7% 

情報通信業7% 
公務員3% 
不動産業2% 

金融・保険業2% 

営業職29% 

販売職19% 
教育職12% 

その他4% 

事務職10% 

僧侶5% 
情報処理職4% 

接客職3% 
製造職3% 

保安職2% 

医療・福祉・保育職9% 

一里塚幼稚園
菊の花幼稚園
北野幼稚園
京和幼稚園
紫明幼稚園
すみれ幼稚園
高倉幼稚園
高槻わかば幼稚園
ふたば幼稚園
山崎幼稚園
吉田幼稚園
洛西せいか幼稚園

洛東幼稚園

長浜市役所（保育士）
あさひ保育園
旭森乳児保育園
安曇川はこぶね保育園
永興富士見保育園
大井保育園
京都白百合保育園
久世南保育園
こころ福祉会
西院保育園
西福寺幼児園

待鳳保育園
たかつかさ保育園
知真保育園
千代川保育園
月かげ保育園
羽束師保育園
東野保育園
柊野保育園
菩提寺優愛保育園モンチ
米原保育園
松茂ひまわり保育園
まめのき保育園
万因寺保育園
三重県社会福祉協議会

めぐみの園保育園
野洲優愛保育園モンチ
洛陽保育園

長浜市（幼稚園教諭・保育教諭）
甲良町（幼稚園・こども園）
あけぼのこども園
大原野こども園
小谷こども園
登りこども園
照隅認定こども園
陵ヶ岡こども園

つばさ園
善照学園
大照学園

(株)マーキュリー

(株)オンワード樫山

サービス業

小売業 建設業幼稚園
保育所

こども園

施設

寿電設(株)

詳しい情報は… 
大谷大学ホームページ  http://www.otani.ac.jp/03
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２
０
１
７
年
度
決
算

　

２
０
１
７
年
度
決
算
は
、公
認
会
計
士
お
よ

び
監
事
の
監
査
を
経
て
、２
０
１
８
年
５
月
18

日
に
開
催
さ
れ
た
学
校
法
人
真
宗
大
谷
学
園
理

事
会
に
お
い
て
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
学
の
会
計
は
、公
認
会
計
士
に
よ
る
監
査

を
定
期
的
に
受
け
て
処
理
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、計
算
書
類
は
、「
学
校
法
人
会
計
基
準
」

に
従
っ
て
、「
資
金
収
支
計
算
書
」「
事
業
活
動
収

支
計
算
書
」「
貸
借
対
照
表
」を
作
成
し
て
お
り
、

毎
年
、決
算
承
認
後
、文
部
科
学
大
臣
に
届
け
出

て
い
ま
す
。

資
金
収
支
計
算
書

　

資
金
収
支
計
算
書
は
、教
育
研
究
等
の
諸
活

動
に
対
応
す
る
資
金
の
収
入
と
支
出
の
ほ
か
、

当
該
年
度
内
に
お
い
て
現
実
に
収
納
し
、ま
た

支
払
っ
た
資
金
の
収
入
と
支
出
に
つ
い
て
、そ

の
顛
末
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。

　

資
金
収
入
に
は
、授
業
料
や
入
学
検
定
料
、寄

付
金
、国
か
ら
の
補
助
金
の
ほ
か
、次
年
度
の
授

業
料
等
の
前
受
金
等
が
含
ま
れ
ま
す
。

　

資
金
支
出
は
、教
職
員
の
人
件
費
や
、学
生
の

教
育
研
究
お
よ
び
学
生
生
活
に
関
わ
る
教
育
研

究
経
費
の
ほ
か
に
、学
生
募
集
・
広
報
等
の
管
理

経
費
と
、施
設
や
設
備
関
係
支
出
が
あ
り
ま
す
。

事
業
活
動
収
支
計
算
書

　

事
業
活
動
収
支
計
算
書
は
、経
常
的
な
収
支

で
あ
る
教
育
活
動
収
支
、教
育
活
動
外
収
支
と
、

臨
時
的
な
収
支
で
あ
る
特
別
収
支
に
区
分
し
、

そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
事
業
活
動
収
入
と
事
業

活
動
支
出
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、基
本
金
組
入
後
の
均
衡
の
状
態
を
示
す
も

の
で
す
。

詳しい情報は… 大谷大学ホームページ  http://www.otani.ac.jp/04

収入の部 支出の部
科　目 金　額 科　目 金　額

学生生徒等納付金収入 3,527,768,750 人件費支出                   2,643,155,744
手数料収入 139,702,490 教育研究経費支出             1,065,086,804
寄付金収入 232,753,799 管理経費支出                 553,795,436
補助金収入 627,823,362 借入金等利息支出             6,999,300
　国庫補助金収入 621,650,796 分担金等支出                   10,000,000
　地方公共団体補助金収入 6,172,566 借入金等返済支出             211,100,000
付随事業・収益事業収入 32,061,138 施設関係支出                 1,658,809,195
受取利息・配当金収入 80,204,116 設備関係支出                 208,762,606
雑収入 128,924,136 資産運用支出                 300,000,000
前受金収入 685,431,940 その他の支出 62,829,418
その他の収入 2,111,286,615
資金収入調整勘定 △ 799,388,912 資金支出調整勘定             △ 51,931,006
前年度繰越支払資金 4,063,926,687 翌年度繰越支払資金           4,161,886,624
収入の部合計 10,830,494,121 支出の部合計 10,830,494,121

●2017年度資金収支計算書（2017年4月1日～2018年3月31日） （単位／円）

教
育
活
動
収
支

事業活動収入の部

科　目 金　額
学生生徒等納付金 3,527,768,750
手数料 139,702,490
寄付金 166,880,782
経常費等補助金 627,823,362
付随事業収入 32,061,138
雑収入 132,331,598
教育活動収入計 4,626,568,120

事業活動支出の部

人件費 2,637,717,158
教育研究経費 1,595,601,038
管理経費 590,029,654
徴収不能額等 0
教育活動支出計 4,823,347,850

教育活動収支差額 △ 196,779,730

教
育
活
動
外
収
支

事業活動収入の部
受取利息・配当金                 77,136,853
教育活動外収入計 77,136,853

事業活動支出の部
借入金等利息            6,999,300
教育活動外支出計 6,999,300

教育活動外収支差額 70,137,553
経常収支差額 △ 126,642,177

特
別
収
支

事業活動収入の部
その他の特別収入                 71,341,924
特別収入計 71,341,924

事業活動支出の部

分担金等 10,000,000
資産処分差額 28,723,864
その他の特別支出 0
特別支出計 38,723,864

特別収支差額 32,618,060
基本金組入前当年度収支差額 △ 94,024,117
基本金組入額合計 △ 927,486,715
当年度収支差額 △ 1,021,510,832
前年度繰越収支差額 1,995,607,992
基本金取崩額 0
翌年度繰越収支差額 974,097,160

（参考）
事業活動収入計 4,775,046,897
事業活動支出計 4,869,071,014

●2017年度事業活動収支計算書（2017年4月1日～2018年3月31日） （単位／円）

大
谷
大
学・大
谷
大
学
短
期
大
学
部　

財
務
概
況

貸
借
対
照
表

　

学
校
法
人
の
目
的
で
あ
る
教
育
研
究
活
動
を

達
成
す
る
た
め
に
は
、施
設
や
設
備
な
ど
膨
大

な
運
用
財
産
を
必
要
と
し
ま
す
。
貸
借
対
照
表

は
財
産
保
有
の
状
況
を
表
し
、財
産
が
適
正
に

維
持
・
管
理
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
示
す
も

の
で
す
。

　

な
お
、本
学
園
全
体
の
貸
借
対
照
表
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
８
年
度
予
算

　

２
０
１
８
年
度
予
算
は
、２
０
１
８
年
３
月

22
日
開
催
の
学
校
法
人
真
宗
大
谷
学
園
理
事
会

に
お
い
て
当
初
予
算
が
決
定
さ
れ
、本
年
度
の

在
学
生
数
が
確
定
し
た
後
、７
月
12
日
に
開
催

さ
れ
た
理
事
会
に
お
い
て
補
正
予
算
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
８
年
度
は
、複
数
学
部
化
に
と
も
な

う
新
し
い
教
育
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

そ
れ
を
機
に
、仏
教
に
よ
る
人
物
の
育
成
お
よ

び
宗
教
的
環
境
の
醸
成
に
資
す
る
活
動
を
行

う
こ
と
を
目
的
に
、「
仏
教
教
育
セ
ン
タ
ー
」を

開
設
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、地
域
連
携
室「
コ

ミ
ュ
・
ラ
ボ
」を
響
流
館
１
階
に
移
転
し
、よ
り

一
層
の
学
修
支
援
の
充
実
と
大
学
の
地
域
連
携

事
業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。
国
際
化
の
推
進
と

し
て
、２
０
１
８
年
度
は
、英
語
、中
国
語
の
語

学
研
修
お
よ
び「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
宗
教
と
文
化
」

の
文
化
研
修
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、就
職
支
援
で
は
、各
学
部
の
卒
業
後
の

進
路
を
意
識
し
た
支
援
を
学
年
進
行
に
あ
わ
せ

て
段
階
的
に
実
施
し
ま
す
。
低
学
年
の
キ
ャ
リ

ア
支
援
と
し
て
は
、卒
業
後
の
長
い
人
生
を
イ

メ
ー
ジ
し
、在
学
中
の
今
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
課
題
を
発
見
し
、ど
う
取
り
組
む
か
を
考
え

る
き
っ
か
け
と
な
る「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
」

を
実
施
し
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
整
備
事
業
は
、仮
校
舎

の
取
り
壊
し
と
そ
の
跡
地
の
整
備
を
行
い
、

２
０
１
８
年
度
内
に
完
了
し
ま
す
。
烏
丸
通
り

東
側
キ
ャ
ン
パ
ス
の
仮
駐
車
場
跡
は
、人
工
芝

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
度
も
本
学
の
教
育
研
究
の
一
層

の
充
実
を
図
る
た
め
に
予
算
を
執
行
し
て
ま
い

り
ま
す
。
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大
谷
大
学・大
谷
大
学
短
期
大
学
部　

２
０
１
７
年
度
事
業
報
告

教
育
に
関
す
る
事
業

①
学
習
支
援
室（
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
ス
ク
エ
ア
）

　

２
０
１
４
年
度
に
開
設
し
た
学
習
支
援
室
で
は
、リ
メ
デ
ィ

ア
ル
教
育
に
主
眼
を
置
き
、学
習
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
、

基
礎
英
語
・
日
本
語
の
読
み
書
き
を
中
心
と
し
た
、き
め
細
や
か

な
個
別
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
７
年
度
の
来
談
者
数
は
、延
べ
人
数
に
し
て
２
３
４
２

名
と
な
り
、多
く
の
学
生
の
個
別
指
導
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

２
０
１
６
年
度
に
引
き
続
き
、学
習
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
担
当

す
る
授
業
科
目（「
英
語
」・「
日
本
語
表
現
」）と
連
携
す
る
な
ど
、

支
援
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

②
文
藝
塾

　

２
０
１
５
年
度
に
開
設
し
た
文
藝
塾
で
は
、正
課
科
目
で
あ

る「
文
藝
塾
講
義
」・｢

文
藝
塾
演
習｣

を
開
講
し
て
い
ま
す
。

　
「
文
藝
塾
講
義
」で
は
、外
部
講
師
に
小
説
家
な
ど
の
専
門
家

を
招
き
、講
義
だ
け
で
な
く
学
生
が
作
成
し
た
文
章
の
講
評
や

添
削
な
ど
の
指
導
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、「
書

く
」技
術
と
能
力
の
向
上
を
目
指
し
て
、新
聞
記
者
や
編
集
者
、

コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
を
外
部
講
師
に
迎
え
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

実
施
し
ま
し
た
。
２
０
１
６
年
度
か
ら
開
講
し
た「
文
藝
塾
演

習
」で
は
、文
章
表
現
力
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、各
回
に

お
い
て
短
編
小
説
・
詩
な
ど
の
作
品
を
制
作
し
ま
し
た
。

　

文
藝
塾
は
、２
０
１
８
年
３
月
に
慶
聞
館
１
階
に
移
転
し
、

ガ
ラ
ス
張
り
の
オ
ー
プ
ン
な
ス
ペ
ー
ス
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま

し
た
。

③
教
職
支
援
セ
ン
タ
ー

　

第
４
学
年
を
対
象
と
し
て
、４
〜
５
月
に
か
け
京
都
府
・

市
、大
阪
市
、滋
賀
県
等
の
教
育
委
員
会
の
説
明
会
な
ど
で

学
生
が
情
報
を
得
る
機
会
を
作
っ
た
ほ
か
、４
月
か
ら
６
月

の
期
間
で
教
員
採
用
試
験
直
前
講
習
を
実
施
し
ま
し
た
。

２
０
１
８
年
度
の
教
員
採
用
試
験
名
簿
登
載
決
定
者
状
況

（
２
０
１
８
年
３
月
31
日
現
在
把
握
分
）に
つ
い
て
は
、中
等

科
大
阪
府
１
名（
中
学
国
語
）、滋
賀
県
１
名（
高
校
国
語
）、

初
等
科
京
都
府
１
名
、京
都
市
４
名
、滋
賀
県
５
名
、大
阪
府

４
名
、大
阪
市
１
名
、奈
良
県
１
名
、公
立
幼
稚
園
４
名（
長
浜

市
、守
山
市
、茨
木
市
、宝
塚
市
各
１
名
）、私
立
幼
稚
園
８
名

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

第
３
学
年
以
下
を
対
象
と
し
た
採
用
試
験
受
験
対
策
と
し
て

は
、「
面
接
試
験
の
対
策
と
実
践
」を
実
施
し
た
ほ
か
、「
大
谷
教

師
力
養
成
講
座
小
学
校
全
科
」を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、論
文

セ
ミ
ナ
ー
、面
接
セ
ミ
ナ
ー
、各
採
用
自
治
体
を
想
定
し
た
願
書

記
入
説
明
会
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

教
員
免
許
更
新
講
習
に
つ
い
て
は
、５
〜
12
月
に
本
学
と
地

方
12
都
市
で
必
修
領
域
４
講
習
、選
択
必
修
領
域
７
講
習
、選
択

領
域
36
講
習
を
開
講
し
ま
し
た
。
受
講
者
数
は
、卒
業
生
と
関

連
学
校
の
先
生
を
含
め
、延
べ
２
５
７
４
名（
実
人
数
１
１
０
５

名
）で
し
た
。
ま
た
、地
方
開
講
の
講
習
の
一
部
で
教
員
講
習
開

設
事
業
費
等
補
助
金
を
得
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

④
地
域
連
携
室（
コ
ミ
ュ
・
ラ
ボ
）

　

地
域
連
携
室
開
室
３
年
目
と
な
る
２
０
１
７
年
度
は
、

２
０
１
６
年
度
に
引
き
続
き
、京
都
市
北
区
か
ら
受
託
し
た「
学

区
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
補
助
事
業
」、１
６
７
人
の
学
生

及
び
教
職
員
が
参
加
し
た「
祇
園
祭
ご
み
ゼ
ロ
大
作
戦
」の
ほ

か
、次
の
多
様
な
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

〈
中
川
学
区
の
暮
ら
し
再
発
見
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〉

　

中
川
学
区
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
て
、北
区
ま
ち
づ
く

り
提
案
支
援
事
業
の
助
成
を
受
け
な
が
ら
、北
区
の
山
間
地
域

に
お
け
る
Ｑ
Ｏ
Ｌ
※
の
維
持
・
向
上
に
向
け
て
、（
１
）真
弓
地
区

に
お
け
る
サ
ロ
ン
活
動
、（
２
）中
川
地
区
に
お
け
る
ニ
ー
ズ
聞

き
取
り
調
査
、（
３
）健
康
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
共
同
実
施
、（
４
）

高
台
寺
由
来
の
茶
木
を
生
か
し
た
中
川
茶
育
成
・
製
茶
事
業
の

４
種
の
事
業
を
展
開
し
ま
し
た
。 

※Q
uality of Life

〈
学
ま
ち
連
携
大
学
促
進
事
業
〉

　

２
０
１
６
年
度
に
引
き
続
き
、京
都
市
及
び（
公
財
）大
学
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
京
都
に
よ
る
、地
域
と
連
携
し
た
活
動
を
通
じ

て
学
生
が
学
ぶ
実
践
的
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
支
援
事
業「
学

ま
ち
連
携
大
学
促
進
事
業
」の
補
助
に
よ
り
、社
会
学
科
地
域
政

策
学
コ
ー
ス
が
取
り
組
む
、大
学
が
あ
る
烏
丸
北
大
路
周
辺
の

地
域
情
報
の
発
信
を
は
じ
め
、社
会
学
科
現
代
社
会
学
コ
ー
ス

に
よ
る
左
京
区
在
住
の
高
齢
者
へ
の
聞
き
取
り
活
動
、短
期
大

学
部
幼
児
教
育
保
育
科
に
よ
る
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
を
対
象

と
し
た
子
育
て
支
援
事
業
な
ど
の
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、従
来
よ
り
も
多
く
の
学
科
・
コ
ー
ス
で
地
域
連

携
に
取
り
組
み
、ま
た
、活
動
の
対
象
や
エ
リ
ア
も
多
岐
に

渡
っ
て
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
の
更
な
る
地
域

連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
充
実
化
に
向
け
、活
動
備
品
の
記
録
機

器
や
公
用
自
転
車
を
揃
え
、活
動
環
境
の
整
備
に
も
注
力
し
て

い
ま
す
。

⑤
語
学
学
習
支
援
室（
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
ク
エ
ア
）

　

語
学
学
習
支
援
室
で
は
、日
常
的
な
学
習
支
援
と
し
て
の
語

学
勉
強
会（
英
、仏
、独
、韓
、中
、日
）を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、外
国
語
や
外
国
文
化
に
触
れ
る
機
会
と
し
て
、（
ア
メ
リ
カ
）

ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
工
科
大
学
学
生
と
の
交
流
会
や
、外
国
語
カ
フ
ェ

（
英
、仏
、独
、韓
、中
）を
開
催
し
、延
べ
約
２
３
０
名
の
参
加
者
が

あ
り
ま
し
た
。
留
学
生
が
日
本
の
文
化
に
触
れ
る
機
会
と
し
て

は
、学
生
ア
シ
ス
タ
ン
ト
企
画「
書
初
め
体
験
」を
開
催
し
、35
名

の
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

⑥
図
書
館
の
学
修
・
教
育
支
援
環
境
の
充
実

　

２
０
１
７
年
度
も
、学
生
向
け
に
学
生
選
書
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

ゼ
ミ
・
ク
ラ
ス
単
位
で
の
書
店
ツ
ア
ー
、利
用
ア
ン
ケ
ー
ト
、投

書
制
度「
館
長
直
々
」、図
書
館
・
総
研
カ
タ
リ
バ
×
カ
フ
ェ
な
ど

総
合
研
究
室
と
一
体
と
な
っ
て
利
用
者
の
声
を
図
書
館
運
営
に

と
り
入
れ
る
組
織
的
な
取
り
組
み
を
継
続
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
へ
の
学
生
参
加
者
は
増
え
て
お
り
、

図
書（
館
）に
親
し
む
機
会
も
増
え
て
い
ま
す
。

学
生
支
援
に
関
す
る
事
業

①
奨
学
金
制
度
の
充
実

　

複
数
学
部
化
に
向
け
て
、採
用
人
数
、成
績
基
準
、家
計
基
準

な
ど
の
現
状
の
見
直
し
を
行
い
、出
願
条
件
や
選
考
基
準
を
明

確
化
し
ま
し
た
。

②
キ
ャ
リ
ア
支
援

　

２
０
１
８
年
３
月
卒
業
・
修
了
予
定
者
の
就
職
支
援
に
つ
い

て
は
、第
３
学
年
で
あ
っ
た
２
０
１
６
年
度
後
期
か
ら
本
格
的

に
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス（
自
己
理
解
・
業
界
研
究
・
職
種
研
究
等
）を

開
催
す
る
な
ど
、早
期
か
ら
企
業
の
採
用
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
対

応
し
た
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、低
学
年
へ
の
キ
ャ
リ
ア
支

援
に
つ
い
て
は
、第
１
学
年
を
対
象
に
今
後
の
学
生
生
活
を
送

る
う
え
で
の
目
標
を
定
め
る
こ
と
、そ
の
た
め
の
動
機
づ
け
と

な
る
こ
と
を
目
的
と
し
た「
自
己
発
見
診
断
」に
つ
い
て
は
、新

入
生
全
員
の
受
検
を
必
修
と
し
、オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
期
間

中
に
実
施
し
た
こ
と
か
ら
、受
検
率
が
８
８
・
８
％
と
２
０
１
６

年
度
の
８
２
・
２
％
を
上
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

11
月
に
は
、出
身
学
生
が
多
い
石
川
県
と
滋
賀
県
の
２
県
と
就
職

協
定
を
締
結
し
、Ｕ
タ
ー
ン
就
職
の
支
援
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

研
究
に
関
す
る
事
業

①
真
宗
総
合
研
究
所

　

本
研
究
所
が
推
進
す
る
研
究
活
動
の
中
心
に
位
置
づ
け
ら
れ

る
の
は
、大
学
が
主
体
と
な
っ
て
進
め
る
共
同
研
究「
特
定
研

究
」と「
指
定
研
究
」で
す
。
２
０
１
７
年
度
は
、「
特
定
研
究
」と

し
て
学
長
が
研
究
代
表
者
を
務
め
る〝
新
し
い
時
代
に
お
け
る

寺
院
の
あ
り
方
研
究
〞、「
指
定
研
究
」と
し
て
国
際
仏
教
研
究
、

ベ
ト
ナ
ム
仏
教
研
究
、西
蔵
文
献
研
究
、東
京
分
室
指
定
研
究
の

４
研
究
班
が
研
究
を
遂
行
し
ま
し
た
。
ま
た
、研
究
所
直
轄
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、大
谷
大
学
史
資
料
室
、デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー

カ
イ
ブ
資
料
室
の
２
資
料
室
を
置
き
、関
係
資
料
の
収
集
・
整
理

を
継
続
的
に
進
め
ま
し
た
。

　

教
員
個
々
の
主
体
的
な
関
心
に
基
づ
く
研
究
活
動
で
あ
る

「
一
般
研
究
」は
、科
学
研
究
費
助
成
事
業
に
採
択
さ
れ
た
研
究

（
25
件
）、２
０
１
８
年
度
以
降
の
科
学
研
究
費
助
成
事
業
申
請

の
た
め
の
予
備
研
究（
１
件
）、個
人
研
究
の
本
研
究（
１
件
）、計

27
件
の
研
究
を
推
進
し
ま
し
た
。

　

加
え
て
２
０
１
７
年
度
は
、東
方
仏
教
徒
協
会（
Ｅ
Ｂ
Ｓ
）が

本
学
に
業
務
移
管
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
Ｅ
Ｂ
Ｓ
の
全
事
業
に

つ
い
て
は
、本
研
究
所
の
指
定
研
究
で
あ
る
国
際
仏
教
研
究

班
の
研
究
事
業
と
位
置
付
け
、英
文
学
術
誌 T

he E
astern 

Buddhist 

誌
の
出
版
を
中
心
に
事
業
を
遂
行
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
仏
教
を
基
軸
と
す
る
国
際
的
研
究
拠
点
の
形
成
と

〈
人
間
学
〉の
推
進
」で
文
部
科
学
省
平
成
29
年
度「
私
立
大
学
研

究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
」に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
事
業
期
間

は
５
年
間（
２
０
１
７
年
度
〜
２
０
２
１
年
度
）で
、本
研
究
所

を
主
体
と
し
て
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

管
理
運
営
・
施
設
に
関
す
る
事
業

①
大
谷
大
学
本
部
キ
ャ
ン
パ
ス
総
合
整
備

〈
新
教
室
棟「
慶
聞
館
」新
築
工
事
〉

　

新
教
室
棟「
慶
聞
館
」新
築
工
事
は
、第
Ⅲ
期
工
事（
慶
聞
館

北
エ
リ
ア
・
外
構
工
事
）と
し
て
、２
０
１
７
年
１
月
末
の
解
体

工
事
終
了
後
、引
き
続
い
て
２
月
か
ら
慶
聞
館
北
エ
リ
ア
の
新

築
工
事
に
着
工
し
ま
し
た
。
慶
聞
館
北
エ
リ
ア
基
礎
部
分
の

工
事
が
終
了
し
た
２
０
１
７
年
４
月
か
ら
は
、慶
聞
館
と
響
流

館
の
連
結
ブ
リ
ッ
ジ
を
含
ん
だ
外
構
工
事
に
着
工
し
、７
月
に

連
結
ブ
リ
ッ
ジ
の
床
梁
及
び
天
井
梁
の
上
棟
が
完
了
し
た
後
、

２
０
１
８
年
１
月
末
で
本
体
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。
引
き
続

き
、Ａ
Ⅴ
機
器
・
Ｌ
Ａ
Ｎ
設
備
の
納
品
・
設
置
と
並
行
し
て
、個
人

研
究
室
の
引
越
し
を
行
い
、２
０
１
８
年
３
月
22
日
に
竣
工
式

並
び
に
内
覧
会
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

社
会
へ
の
開
放

①
生
涯
学
習
講
座

　

２
０
１
７
年
度
前
期
の
生
涯
学
習
講
座
に
つ
い
て
は
、開
放

セ
ミ
ナ
ー
２
講
座
、紫
明
講
座
３
講
座
を
開
講
し
ま
し
た
。
後

期
は
、開
放
セ
ミ
ナ
ー
２
講
座
、紫
明
講
座
４
講
座
を
開
講
し

ま
し
た
。
学
外
団
体
へ
は
、大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
京
都
の

「
京
カ
レ
ッ
ジ
」京
都
力
養
成
コ
ー
ス
へ
１
講
座
、「
京
カ
レ
ッ

ジ
大
学
リ
レ
ー
講
座
」へ
１
講
座
、京
都
市
が
行
う「
京
あ
る

き
ｉ
ｎ
東
京
２
０
１
８
」（
２
０
１
８
年
３
月
開
催
）へ
１
講

座
、近
鉄
文
化
サ
ロ
ン
と
の
共
催
講
座
へ
１
講
座
を
提
供
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、京
都
市
教
育
委
員
会
と
覚
書
を
交
わ
し
、「
ゴ
ー
ル
デ

ン
・
エ
イ
ジ
ア
カ
デ
ミ
ー
」に
お
い
て
、京
都
市
生
涯
学
習
総
合

セ
ン
タ
ー
と
共
催
す
る
講
座
を
１
講
座
提
供
し
ま
し
た
。

②
博
物
館

　

博
物
館
で
は
、毎
年
、１
回
の
特
別
展
と
４
回
の
企
画
展
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
春
季
企
画
展
で
は
、「
大
谷
大
学
の
あ
ゆ
み
」

と
し
て
歴
代
学
長
の
肖
像
画
を
テ
ー
マ
に
展
示
を
行
い
ま
し

た
。
夏
季
企
画
展
で
は
、本
学
が
所
蔵
す
る
京
都
の
町
文
書（
古

文
書
）を
通
じ
て
、当
時
の
人
々
の
暮
ら
し
を
紹
介
し
ま
し
た
。

秋
季
企
画
展
で
は
、「
大
谷
大
学
博
物
館
の
逸
品
」と
題
し
て
重

要
文
化
財
２
点
を
展
示
し
、併
せ
て
実
習
生
展（
３
班
）を
行
い

ま
し
た
。
冬
季
企
画
展
で
は
、〈
京
都
を
学
ぶ
〉シ
リ
ー
ズ
の
一

環
と
し
て
、日
下
無
倫
先
生
の
ご
恵
贈
資
料「
楠
丘
文
庫
」を
中

心
に
紹
介
し
ま
し
た
。

　

特
別
展
で
は
、徳
川
家
と
格
別
の
関
係
を
持
つ
東
本
願
寺
と

徳
川
幕
府
に
つ
い
て
紹
介
し
、会
期
中
に
は
講
演
会
、フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
、学
生
展
示
解
説
を
行
い
ま
し
た
。
２
０
１
７
年

度
の
実
績
は
、開
館
日
数
１
５
１
日
、入
館
者
数
７
３
０
１
名

で
し
た
。
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保
護
者
懇
談
会
開
催
に
つ
い
て

大
谷
大
学
フ
ェ
ア

（
近
畿
・
東
海
・
東
北
）開
催
報
告

◆
大
谷
大
学
フ
ェ
ア
・

保
護
者
懇
談
会
の
様
子

　
「
保
護
者
懇
談
会
」と
は
、教
育
後
援
会
役
員
な

ら
び
に
大
谷
大
学
長
ほ
か
、学
生
支
援
部
を
は
じ

め
と
す
る
事
務
部
門
の
職
員
が
出
席
し
、大
学
の

現
状
に
つ
い
て
報
告
す
る
会
で
す
。
当
日
は
成

績
表
を
お
配
り
し
個
別
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
７
月
〜
８
月
に
か
け
て
、大
阪
、

岐
阜
、宮
城
の
３
会
場
に
お
い
て
大
谷
大
学

フ
ェ
ア
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
大
谷
大
学

フ
ェ
ア
と
は
、２
０
１
６
年
度
よ
り
開
催
し
て

い
る
、大
谷
大
学
・
大
谷
大
学
教
育
後
援
会
・
大

谷
大
学
同
窓
会
の
共
催
事
業
で
す
。

　

当
日
は「
人
が
育
つ
と
い
う
こ
と
」を
テ
ー
マ

と
し
た
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
は
じ
め
、進
学

相
談
会
や
保
護
者
懇
談
会
、同
窓
会
支
部
長
会

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

保
護
者
懇
談
会
で
は
、教
育
後
援
会
役
員
な

ら
び
に
木
越
学
長
か
ら
の
挨
拶
に
は
じ
ま
り
、

学
生
支
援
部
職
員
か
ら
は
、履
修
状
況
の
確
認

方
法
に
つ
い
て
や
サ
ポ
ー
ト
体
制
、近
年
の
就

職
状
況
の
傾
向
な
ど
の
説
明
を
行
い
、保
護
者

と
も
協
力
し
て
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
呼
び
か

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、学
生
個
別
の
デ
ー
タ
を
基
に
、卒
業
単

位
の
修
得
状
況
や
、学
生
生
活
上
の
不
安
点
、当

該
地
区
で
の
U
タ
ー
ン
就
職
に
つ
い
て
な
ど
、

学
生
支
援
部
職
員
が
一
人
ひ
と
り
の
相
談
に
応

じ
ま
し
た
。

　

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
大
谷
大
学
同
窓
生

や
、当
該
地
区
に
あ
る
他
大
学
の
教
員
を
ゲ
ス

　

２
０
１
８
年
２
月
１
日
か
ら
２
０
１
８
年

６
月
30
日
ま
で
の
間
、教
育
振
興
資
金
局
へ

ご
寄
付
い
た
だ
い
た
方
々
の
ご
芳
名
は
左
記

の
と
お
り
で
す
。

　

こ
の
た
び
は
、教
育
振
興
資
金
局
の
募
金

活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
資
金

は
、教
育
・
研
究
の
充
実
を
図
る
た
め
の
環
境

整
備
に
充
て
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、募
金
の
お
申
し
込
み

を
受
け
つ
け
て
お
り
ま
す
の
で
、ご
支
援
賜

り
ま
す
よ
う
、何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

教
育
後
援
会
だ
よ
り

教
育
振
興
資
金（
募
金
）に
つ
い
て

詳しい情報は… 大谷大学ホームページ  http://www.otani.ac.jp/kouyuu

7月の前期定期試験期間中、教育後援会・同窓会・大谷大学からの
補助により、朝定食が100円（ごはん・味噌汁・スープおかわり自
由）で提供されました。多くの学生に、朝ごはんをしっかり食べ
て定期試験に臨んでもらえました。後期定期試験期間中（1月）
も実施予定です。学生のみなさんはぜひご利用ください！

◆100円朝定食
　（定期試験応援フェア）実施

本
学
は
文
部
科
学
大
臣
か
ら
、特
定
公
益
増
進
法
人
の
証
明（
所
得
控
除
制
度
）、な
ら
び
に
税
額
控
除
に

か
か
る
証
明（
税
額
控
除
制
度
）を
受
け
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、寄
付
者（
個
人
）の
選
択
に
よ
り
、ど

ち
ら
か
一
方
の
税
法
上
の
優
遇
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

税
法
上
の
優
遇
措
置
に
つ
い
て

現
在
進
行
中
の
キ
ャ
ン
パ
ス
総
合
整
備
・
新

教
室
棟
建
築
に
か
か
る
募
金
に
つ
き
ま
し

て
は
、別
途
、募
金
趣
意
書
を
作
成
し
て
お

り
ま
す
。
お
手
元
に
募
金
趣
意
書
が
届
き

ま
し
た
ら
ご
高
覧
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
ま
た
、既
に
こ
の
建

築
資
金
の
た
め
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た

方
へ
は
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
建
築

資
金
と
し
て
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
方
の
お

名
前
に
つ
い
て
は
、左
記
の「
教
育
振
興
資

金
寄
付
者
」一
覧
と
は
別
に
、別
途
名
簿
を

作
成
す
る
予
定
で
す
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

大
谷
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
総
合
整

備
・
新
教
室
棟
建
築
資
金（
募
金
）

に
つ
い
て

お問い合わせ先

教育振興資金事務局
〒６０３-８１４３ 京都市北区小山上総町 大谷大学総務部校友センター内　TEL ： 075-411-8124　 FAX ： 075-411-8157　 E-mail ： kouyu@sec.otani.ac.jp

教育振興資金寄付者 （敬称略）

◆件数 59件　　◆寄付金総額 7,394,000円

株式会社フラットエージェンシー （京都府）

株式会社類設計室 代表取締役 岡田　淳三郎 （大阪府）
因性寺　〔菊池　正文〕  （北海道）

浄正寺　〔秦野　恵生〕 （兵庫県）

匿名　5件

青藤　　忍 （愛知県）

麻生　英城 （大阪府）

板倉　昭二 （京都府）

大森　昌光 （秋田県）

加藤　祐彰 （福井県）

木曽　順彦 （石川県）

小松　宏栄 （岐阜県）

近藤　政樹 （岐阜県）

坂田　邦生 （愛知県）

佐竹　章弘 （滋賀県）

武田　　真 （新潟県）

中川　香澄 （奈良県）

中田　康成 （山梨県）

坂東　和人 （徳島県）

東谷　智彰 （山形県）

菱田　　隆 （大阪府）

福田　淳心 （京都府）

福田　　大 （京都府）

船山　義弘 （山形県）

本多　佐保美 （千葉県）
安田　智之 （京都府）

山本　秀徳 （愛媛県）

渡辺　浩伸 （北海道）

匿名　27件

【個人】

【法人・団体】

ト
と
し
て
お
招
き
し
、貴
重
な
お
話
を
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、同
窓
会
・
教
育
後
援
会
合
同
の
懇
親

会
で
は
、同
窓
会
員
と
の
交
流
や
保
護
者
相
互

の
親
睦
を
深
め
る
な
ど
、和
や
か
な
ひ
と
時
を

過
ご
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
有
意
義
な
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

　

上
記
３
会
場
以
外
の
静
岡
会
場
、東
京
会
場

で
は
保
護
者
懇
談
会
の
み
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
が
、学
長
よ
り
大
学
の
新
し
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

（B
e R
eal

寄
り
そ
う
知
性
）や
大
学
の
理
念
、

教
育
目
標
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

少
人
数
で
の
開
催
と
は
な
り
ま
し
た
が
、内
容

の
濃
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

教育後援会
大谷大学教育後援会は、全在学生の保証人が会員
となって組織され、大谷大学の教育・研究の発展
と、学生生活環境の整備・改善に支援を行ってい
ます。また、会員相互ならびに会員と大学との交
流を深めることも目的に、各種の活動を行ってい
ます。なお、毎年、役員会・評議員会を開催してさ
まざまな事業を企画・推進しています。 関東・東北地区保護者懇談会（東京会場）の様子

大谷大学フェア（近畿）公開シンポジウムの様子
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Our teacher
私たちの先生

東洋史を教える松浦先生のゼミ生4名が、先生の
魅力やゼミの内容を紹介してくれました。

文学部 歴史学科　准教授

専門／東洋史（中国中世史）
1968年 大阪府生まれ。
京都大学大学院文学研究科博士後期課程単位取得退学。
博士（文学）。
2010年に大谷大学文学部准教授、現在に至る。

松浦　典弘

先生からのMessage

【左から】文学部 歴史学科
町田　亮（第 3学年）、溝邉　寧々（第 3学年）
湊　千広（第 4学年）、岡田　大樹（第 3学年）

歴

史学学
科科 松松松松浦浦浦浦浦浦ゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミ

私たちたちちががちがががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががが
紹紹紹紹介介介介紹
したたしままししししたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたし

史

歴歴

史

歴歴歴歴歴歴

学史

歴歴歴

史

歴歴歴

史学史学学史

歴歴歴

学史
科学史

歴歴歴

学史

歴

学史

歴

学史

歴

史

歴

史史

歴

史

歴

科学学学

歴

科科科科学

私
学学科科学科科科科科科

私

科科科科科 松松松松松松松松松松松松松松浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦ゼ浦ゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼ

が
ミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミ

が
ミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミ

がが
ミミ

ががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががちがががががちがちちががががちがちちちががちがちがちちががちがちがちがちがちちちちちちちたた
介介
ちたたたちちた
介
たちたたちちたたちちたちたたちたち
介介介介私た私たたち介介介介介
たたちたちた
介
たちたち私 介介
た私た介介介介介介
た
介紹介介
た
介
た
介
た
介介介介私
紹介紹介介介介紹介介
たた私 介紹
私 介介紹紹介
た
紹介介
私

たたた
私 介紹介
私た介介紹介介介介介紹紹介介介介介介介
私た介
た
紹介介紹紹紹紹紹介介
私
紹介介介介
た
紹介介介介
私
紹介介介
私私私
紹紹
私私私私 介介介私私 介私 介紹紹紹介紹紹紹紹紹紹
私 介紹紹紹紹
私
紹介
私
紹紹
私私私私
紹紹紹紹介紹紹紹
私
紹介
私
紹介紹紹
私私
紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹
私私
紹紹紹紹
ま
紹紹紹紹紹紹
ま
紹紹
ししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししましまししまししましまましまままししまししましままましまままままままままましましまましましましままましししししまままししまししましたししましししししままましましししししししししししたしししたししししたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたしたしたししたしししたたたたしたたたたたたたたしたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

　東洋史を研究する際に、周辺世界との交流の歴史は欠かせません。
松浦ゼミは研究領域が広く、西洋に興味を持っている学生でも学ぶ
ことができます。西洋史を取り入れているゼミは多くないため、貴
重な存在のゼミですね。
　今のゼミ生は 8名と少人数で、わからないことや疑問に思うこと
があると、いつでも気軽に相談できるほどアットホームなのもいい
ところ。親切な先生の人柄はゼミで講読の課題として出される史料
にもあらわれていて、とてもセンスがよく、おもしろいものが多い
ので、あまり興味のなかったテーマでも関心が持てます。夏期休暇
中の自由課題では、私たちが何に興味を持っているか聞いたうえで、
好奇心をかきたてられるテーマを設けていただきました。「答えは
教えません。その代わり、気づくためのヒントを与えます」と先生
がおっしゃるように、さまざまな気づきを得られることがうれしい
です。
　そんな先生のゼミをさらに印象づけるのが、新歓コンパや期末コ
ンパの時。普段のゼミと違って、なぜか知らない方も参加していて
人がいっぱいになるんです。聞くと卒業された方や先生と親しい方
とのこと。関わりのある多くの方から慕われている先生です。

　歴史学は史料に基づいて研
究を進めていく学問

です。史料を読むのは難しい
ことではありますが、

しっかり取り組んでいくこと
で、内容を理解でき

るようになってくれば、難し
さのなかにあるおも

しろさを感じることができる
でしょう。史料の読

解能力を向上させるためには
積み重ねが大切です

が、皆さんを見ていると努力
した分だけ実力も着

実についていっているように
思います。各自が授

業のなかで、史料を読む力、
考える力を身につけ

ていき、自分のテーマを見つ
けて、最終的に充実

した内容の卒業論文を完成さ
せることを願ってい

ます。私もしっかり指導して
いくつもりですので、

頑張って取り組んでください
。

　現代の社会にはさまざまな
情報があふれかえっ

ていて、ともすれば誤った情
報に流されてしまう

ようなこともありがちです。
しっかり史料を読み、

よく考えて判断したうえで必
要な情報を得る力と

いうのは、今の世の中で生き
ていくうえでも、きっ

と役に立つことでしょう。

学生一人ひとりに
気づきを与える少人数ゼミ



　

教
員
と
い
う
仕
事
を
始
め
て
も
う
10
年

以
上
に
な
る
が
、い
ま
だ
に
自
分
が
教
員

と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
の
か
、し
ば
し
ば
自

信
が
持
て
な
い
こ
と
が
あ
る
。
私
は
自
信

が
な
く
な
っ
た
時
、亡
き
恩
師
M
先
生
の

こ
と
を
思
い
出
す
。

　

私
は
大
学
で
哲
学
を
研
究
し
て
い
た

が
、大
学
院
で
は
教
育
学
の
研
究
に
進
ん

だ
。
そ
の
後
再
び
哲
学
を
研
究
し
た
く
な

り
、M
先
生
の
も
と
を
訪
れ
た
。
本
来
で

あ
れ
ば
勘
当
も
の
だ
が
M
先
生
は
嫌
な
顔

一
つ
せ
ず
、私
を
大
学
院
に
受
け
入
れ
て

く
だ
さ
っ
た
。
し
か
し
私
が
M
先
生
の
と

こ
ろ
に
戻
っ
て
３
ヵ
月
後
、先
生
は
他
界

さ
れ
た
。
そ
の
時
私
は
悲
し
み
を
感
じ
る

だ
け
で
は
な
く
、大
き
な
衝
撃
を
受
け
、こ

の「
衝
撃
」が
私
の
人
生
を
変
え
る
こ
と
に

な
っ
た
。
M
先
生
は
ご
自
身
の
病
状
を
ご

存
じ
の
う
え
で
私
を
受
け
入
れ
て
く
だ
さ

り
、後
任
の
先
生
に
私
の
こ
と
を
託
し
て

く
だ
さ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
病
身

に
も
か
か
わ
ら
ず
、私
の
論
文
を
読
ん
で

い
た
だ
き
、大
学
院
入
試
の
面
接
に
も
無

理
を
押
し
て
来
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

自
ら
の
死
を
自
覚
し
な
が
ら
も
、弟
子

の
将
来
に
道
筋
を
示
す
。―
こ
の
衝
撃

は
私
の
人
生
に
と
っ
て
、忘
れ
ら
れ
な
い

も
の
と
な
っ
た
。
私
は
本
学
で
教
員
養
成

に
取
り
組
み
、学
生
の
授
業
力
ア
ッ
プ
や

教
員
採
用
試
験
の
対
策
に
専
念
し
て
い
る

が
、そ
れ
を
苦
に
思
っ
た
こ
と
は
全
く
な

い
。
う
ま
く
授
業
が
で
き
た
時
の
学
生
の

う
れ
し
そ
う
な
顔
や
課
題
を
感
じ
て
い
る

時
の
顔
を
見
て
、も
っ
と
役
に
立
て
る
こ

と
は
な
い
か
と
日
々
考
え
て
い
る
。
も
ち

ろ
ん
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
も
多
い
。
学

生
が
う
ま
く
授
業
を
で
き
な
か
っ
た
り
、

教
員
採
用
試
験
で
い
い
結
果
を
得
ら
れ
な

か
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、私
は
自

分
の
力
不
足
を
痛
切
に
感
じ
て
い
る
。
最

近
気
づ
い
た
の
だ
が
、私
は
教
育
活
動
を

し
な
が
ら
も
、実
は
心
の
奥
底
で
恩
師
と

対
話
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

今
私
に
は
一
つ
の
楽
し
み
が
あ
る
。
そ

れ
は
私
が
死
ん
だ
後
、M
先
生
の
と
こ
ろ

に
研
究
成
果
報
告
に
行
く
こ
と
で
あ
る
。

先
生
に
お
聞
き
し
た
い
と
思
う
。

　
「
先
生
に
は
と
て
も
及
び
ま
せ
ん
で
し

た
が
、頑
張
り
ま
し
た
。
研
究
者
と
し
て
、

そ
し
て
教
育
者
と
し
て
合
格
点
で
し
た

か
？
」と
。

恩
師
と
の
対
話

時
代
を
照
ら
す
仏
教
の
こ
と
ば

犀
の
角
の
よ
う
に

た
だ
独
り
歩
め
。

『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』

（『
ブ
ッ
ダ
の
こ
と
ば 

ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』
岩
波
文
庫 
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頁
）

解説文は… 大谷大学ホームページ  http://www.otani.ac.jp/1609

　

文
藝
塾
の
今
後
へ
思
い
を
馳
せ
、熱
く
語
り
合
う
先
生
と
学
生
。

先
生
は
こ
ん
な
人
な
の
だ
と
、楽
し
そ
う
に
語
る
学
生
の
横
で
微
笑

む
先
生
。
今
回
の
取
材
を
と
お
し
て
、「
先
生
」と「
学
生
」の
枠
を
超

え
た
つ
な
が
り
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
在
学
生
の
み
な
さ

ん
に
も
、一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
学
び
を
深
め
る
な
か
で
、恩
師
や

同
じ
志
を
持
つ
仲
間
と
出
会
い
、よ
り
よ
い
関
係
を
築
い
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

（
編
集
担
当
）

編 集 後 記

教育学部 教育学科
准教授

田中　潤一
専門分野／教育学・教育哲学

本
学
の
象
徴
で
あ
る
尋
源（
じ
ん
げ
ん
）館
と
、中
世
に
存
在
し
た
公
的
な
避
難
所
を
表
す
フ
ラ
ン
ス
語「
asile（

ア
ジ
ー
ル
）」か
ら
命
名
。

飛
び
立
つ
力
を
た
く
わ
え
る「
asile」の

よう
な
大
学
で
あ
り
た
い
と
い
う
願
い
を
込
め
ま
し
た
。
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